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原
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力
発
電
所
事
故
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係
る
一
部
会
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議
事
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作
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す
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し
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別
紙
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弁
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を
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衆
議
院
議
員
橘
慶
一
郎
君
提
出
内
閣
に
お
い
て
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
係
る
一
部
会
議
の
議
事
録
が
作
成
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
事
案
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
議
事
録
が
作
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
会
議
」
及
び
「
関
係
省
の
メ
モ
」
の
範
囲
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な

く
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

な
お
、
原
子
力
災
害
対
策
本
部
及
び
政
府
・
東
京
電
力
統
合
対
策
室
に
お
け
る
意
思
決
定
の
過
程
や
実
績
の
把
握
が
で
き

る
よ
う
な
文
書
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
経
済
産
業
省
に
お
い
て
、
枝
野
幸
男
経
済
産
業
大
臣
の
指
示
の
下
、
関
連
資
料
の
収

集
等
の
作
業
を
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
公
式
に
設
け
ら
れ
た
会
議
」
及
び
「
関
係
省
に
よ
る
メ
モ
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は

な
い
が
、
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
六
十
六
号
。
以
下
「
公
文
書
管
理
法
」
と
い
う
。
）

第
四
条
は
、
関
係
行
政
機
関
の
長
で
構
成
さ
れ
る
会
議
等
に
つ
い
て
、
行
政
機
関
の
職
員
は
、
当
該
会
議
等
の
決
定
又
は
了

解
及
び
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
文
書
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
て
お
り
、
各
府
省
に
お
い
て
は
、
同
法
第
十
条
の

一



規
定
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
作
成
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
行
政
文
書
管
理
規
則
を
定
め
、
こ
れ
に
基
づ
き
文
書
の
作
成

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

公
文
書
管
理
法
に
お
い
て
は
、
議
事
録
の
作
成
ま
で
は
求
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
行
政
機
関
に
お
け
る
経
緯
も
含
め
た
意

思
決
定
に
至
る
過
程
及
び
実
績
が
把
握
で
き
る
文
書
の
作
成
は
、
健
全
な
民
主
主
義
の
根
幹
を
支
え
る
国
民
共
有
の
知
的
資

源
を
整
備
す
る
と
の
観
点
か
ら
、
現
在
及
び
将
来
の
国
民
に
説
明
す
る
責
務
を
果
た
す
上
で
、
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

四
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
件
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
七
日
に
、
岡
田
克
也
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
か
ら
各
閣
僚
に
対
し
、

内
閣
府
が
同
日
に
取
り
ま
と
め
た
「
東
日
本
大
震
災
に
対
応
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
会
議
等
の
議
事
内
容
の
記
録
の
作
成

・
保
存
状
況
調
査
」
を
踏
ま
え
、
各
府
省
の
会
議
の
議
事
内
容
の
記
録
の
状
況
を
確
認
し
、
公
文
書
管
理
法
に
基
づ
く
公
文

書
管
理
を
徹
底
す
る
よ
う
要
請
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二


